
8 月 23 日（金）に行われた甘利大臣による記者会見の冒頭発言 

 

 

本日の朝からバイ会談を行った。東京で会ったフローマン代表との立ち話を含め、今

回閣僚が参加したすべての国とバイ会談を行うことができた。しめくくりの全体会合が

開催されたが、これらの会合を通じて、各国が、野心的でバランスのとれた 21 世紀型

の協定を年内にも作り上げるという目標を共有しており、そのために 10 月の APEC 首脳

会議が大きな節目になると認識していることが確認できた。APEC 首脳会議において、

具体的成果を実現するためには、交渉参加国それぞれが相当な努力をすることが必要で

ある。TPP による新たなルール作りは、ある国の制度や法律をその他の国に押し付ける

ということではない。皆でともに知恵を出し合って、アジア太平洋地域に、世界の模範

となる全く新しい経済秩序を構築することが大事という点を強調し、参加国の理解が得

られた。 

物品市場アクセス、サービス・投資、金融サービス、政府調達、知的財産、競争、環

境など、いくつかのセンシティブで困難な問題が残されており、今回の閣僚会合におい

ては、それらの分野について、取り得る着地点を含めて、相互に受け入れ可能なパッケ

ージを作り上げる方法を検討した。交渉の年内妥結のために残された時間は多くない。

全参加国が切迫感をもって早急なとりまとめに向けて最大限努力しようということで

一致した。もちろん、日本もそのための努力を惜しまない旨を表明した。 

日本はこれまで米国と親密な関係を築いてきた一方で、アジアの一員としてアジアの

国々との信頼関係がある。日本のこうした立ち位置を活かし、橋渡し役を務めたい。日

本は遅れて参加したが、日本の参加によって TPP 交渉が各国にとってバランスのある成

果を出せるのではないかという強い期待を感じた。 

これからも来週にかけて、ブルネイにおいて首席交渉官以下での会合が続く。今回、

閣僚の間で一致したこうした認識を踏まえ、早急に具体的成果を出すよう、首席交渉官、

分野別交渉官に指示をした。私自身も先頭に立って調整を行い、各国からの日本に対す

る期待に応えていきたい。 

（以上） 


